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防鳥網によるクビアカツヤカミキリ成虫の行動抑制の試み 
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要旨：クビアカツヤカミキリ成虫の飛散防止用に樹幹に巻かれたネットの内側に，成虫を絡め取ることを目的として

防鳥網を巻き，約 1 週間毎にネット内の成虫とその生死を調査し，調査日毎に異なる色でマーキングした。合計で 116

個体にマーキングしたが，ネット内で死亡を確認したのは 83 個体（約 72％）であった。成虫を防鳥網で絡めとるこ

とはできなかったが，防鳥網の上部で密に巻かれていた部分に潜り込んだ成虫は，行動が抑制されて死亡していた。

これらのことから，成虫はネット内を上へ移動し，ネットに隙間があれば逃亡することが示唆された。 
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Ⅰ はじめに 

クビアカツヤカミキリ（以下，クビアカ）は，日本で

はサクラ類，モモ，ウメなどのバラ科樹木を加害する外

来種である（2）。幼虫が内樹皮を食害して成長し，材内

の蛹室で羽化後，樹皮に孔をあけて脱出する（2）。樹幹

から羽化脱出した成虫の飛散を防止するために，被害木

の樹幹に目合 4mm程度のネット（以下，ネットと表記）

を巻く防除が行われている。しかし，ネット内では成虫

が自由に活動し，雌雄成虫が揃えば産卵も可能であるた

め，頻繁な見回りによるネット内成虫の駆除が必要であ

る。 

かつて，ゴマダラカミキリを対象に，漁網のような素

材の網で成虫を絡めとる防除法が検討され，その効果が

報告されている（1，3，4）。この手法のクビアカへの適

用を考えた時に，漁網ではコストが高いことが課題であ

る，そこで，ネットの内側に目合の小さい防鳥網を巻く

ことで，成虫の絡め取りと行動抑制を試みた。 

 

Ⅱ 材料と方法 

 群馬県邑楽郡邑楽町の公園内のソメイヨシノ被害木

で，樹幹にネットが巻かれていた 12 本を対象とした。

2020 年 6 月 19 日に，ネットを取り外して，ネットの内

側に防鳥網（ダイオ化成（株）製、3.6×9m、目合 20mm）

を樹幹の太さに合わせて１～1/2 本分，防鳥網が樹幹を

２周する程度に巻き付けた。この上から，ネットをもと

通りに巻き付けた。その後，約１週間ごとにネット内の

成虫を調査し，生死を確認するとともに，調査日毎に異

なる色の油性ペン（三菱ペイントマーカーPX-20）でマー

キングした。同年 7 月 10 日にネットの上下幅を測定す

るとともに，それ以後の調査では，ネット内の成虫の位

置をネットの上端からの距離として記録した。本調査は

2020 年 8 月 6 日まで行った。 

 

Ⅲ 結果と考察 

調査中の観察では，防鳥網に絡め取られて死亡してい
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る個体は見られなかった。このため，今回用いた防鳥網

ではクビアカ成虫の絡め取りはできないことがわかった。

しかし，ネット内上部で防鳥網が密に巻かれていた部分

に潜り込んだ成虫では，行動が抑制されてその場で死亡

している様子が観察できた。このことは，絡め取り用の

ネット素材や巻き方を工夫することで，クビアカ成虫も

絡め取れること示唆している。ゴマダラカミキリでは，

網目の大きさや降雨があってもネットが幹に張り付かず

に設置時の状態を維持できるような材質によって成虫捕

殺数が異なることが報告されているため（1，3，4），ク

ビアカ成虫に適した網素材の検討が必要である。 

図-１に，調査期間中にネット内で初めてマーキングを

施した成虫の個体数，およびネット内で初めて死亡を確

認した個体数の推移を示した。初めてマーキングを施し

た成虫の個体数は，7 月 2 日に最大値を示したが，初め

て死亡を確認した個体数はそれより 2 週間遅い 7 月 16

日に最大値を示した。このデータからは，クビアカ成虫

が 2 週間程度で死亡し始めることが推測される。しかし，

マーキングを施した成虫は 116 個体であったのに対して，

ネット内で死亡を確認した成虫は 83 個体であり，マー

キングした成虫の約 28％はネット外へ逃亡したと考え

られた。また，7 月 10 日以降には，ネット内にマーキン

グされていない死亡個体が確認され始め，これらはネッ

ト外で活動後にネット内へ侵入し，速やかに死亡したと

推測された。これらのように，今回の試験ではネット内

外の成虫の出入りが多いと考えられたことから，クビア

カ成虫が 2 週間程度で死亡し始めるという推測について

は，再度検討する必要があると考えられた。 

図-２に，ネット内の成虫の相対的な死亡位置の分布を

示した。ネットの上下幅の平均値±標準偏差は，119.3±

10.5cmであった。死亡成虫の 78％は，ネット幅の上から

の相対値 10％以内で確認された。このことは，クビアカ

成虫は上へ移動する性質を持つことを示唆する。今回の

調査では，成虫のネット内外の出入りが考えられたこと

から，ネットによる防除ではネットを隙間なく巻くこと

は重要で，特にネット上部には十分な注意が必要である

と考えられた。また，ネット内に防鳥網に代わる素材や

成虫駆除用の天敵微生物製剤であるバイオリサ・カミキ

リ・スリムなどを施用する場合は，ネット内上部への施

用が効果的であると考えられた。 

今回の調査では，防鳥網ではクビアカ成虫を絡め取る

ことはできなかった。ゴマダラカミキリ成虫を絡めとる

網素材は，産卵で飛来した成虫の捕殺も目的としている

（1，3，4）。今後，クビアカ成虫においても絡め取りに

適した網素材を開発できれば，成虫の飛散防止と飛来成

虫のモニタリングの両方を兼ねた防除素材になるかもし

れない。 
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図-１ ネット内の初マーキング個体数および初死

亡確認個体数の推移 

図-２ ネット内の死亡成虫の位置 


